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日本語文法試論

長谷川欣佑

序 論

　ここでは・ある言語の「文法」とは・その言語の文構成についての理論であると考

える・たとえぱ調本文法とは・理想的に1ま調本語と認められるすべての文を勧

出し・かつ作咄さ縦おのおのの文に，その文の構造の記述を自動的に蕨ること

ができるような仕組（1組の規則）である。ここでいう構造の記述（Structural　de．

sc「iption）とは，その文がどのよう腰素から成拉っているか，その要素間の関係

はどうか他の船型とどのよう燗係をもつか，など，その文を理解するのに必要

なあらゆる文法上の情報を含む。

そこでわ勧れは・N・Ch・mskyに従酉・搬に文法は，・）船論（syntactic

component：伝統的敏法でいう語形論（m・rph・1・gy）と統語論（syntax）を含む）

と2）音韻論（ph・n・1・gicalc・mp・nent）から働，・）と2）のおのおのが，書き・

換えの規則（rewriterule）と変形の規則（transf・rmati・nalrule）とカ、ら成るもの

と考える（こ暢の規則の性質については後で角虫れる）．そして統合論曙き換えの

規則を特に成分構造（展開）規則（phrase－stmcturerule。γc。nStituent．StruCture

「ule）という・今・船論に話を限って，変形の規則を含む文法のモデ，レ（す励ち

上述のモデル）を変形モデノレと呼ぶとすれぱ，これに対して，変形の規則を含まな㌔、

（すなわち成分構造規則しか含まない），成分構造文法のモデノレ（c。nstitue且t．struc、

tuTemode1）が考えられる・従来のほとんどすべての文法は，究極的には，このタィ

プに帰着す鳶・しかしこのモデノ噂ま，自然語にみられる特性を＋分に記述できなヤ、

ことがいろいろ姻から明らかにされてき菟・たとえば，成文構造文灘，J。hn，s

managingofthe盒rmに，次のよう誠分構造を与えることはできるが，これは，

Johnンshatonthedeskに与えられるそれ胴じであって，前者の例が，J。五n

manages　the且rmと同じ要素間の関係を保っているということは朋確に示すことが
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　　　　　NP

T／＼N・　　　　　　／＼M。d
　　　　　N　　　　　／　　＼NP
　　　　　　　　　　　P　　　　　　／　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　　　N

　　　　　John’s　　　managing　　　of　　　　the　　　　　firm

　　（NP＝noun　phrase　l　T＝article）

できない。しかし，上例のように，基本的には（あるいは内的には）同じ文法上の関

係を保ちながら，表面的（外的）には成分構造が異なる（e，g．文と名詞表現），とい

うような対応関係にある統合構造は非常に多く（e，g，for　Jo五n　to　manage　the翫m

／themanaging・fthe盒rmbyJ・hn／ltist五e丘rmt五atJ・hn…ages／・made

J・hnmanaget五e丘rm／The丘rmismanagedby」・hn／w五atd・es」・hnman’

ageP，etc．），かつ，これが個々の文についてではなく，同じ型をもつすべての文につ

いて言える（このばあいなら任意のNP1，Vt，NP2について言える）のであるから，

われわれは，（理論上の）基本型を設定し，それから他の型を導く規則（変形の規則）

を明確に公式化しなくてはならない。つまりわれわれは，John’s　managing　of　the

且rmに上に述べたような成分構造を与えるだけでなく，その上にこれがJohnman一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の　の
ages　the　Hmlから導かれたものであるということも明確にspecifyしなくてはなら

ない（一般的には，文には，その構造の記述の一部として，変形の歴史も与えられな

くてはならない），と考える。このようにして初めて，1）異なる成分構造間に見られ

る規則的な関係を明らかにし，2）非常に多くの箇所で同じ文法上の制限を繰り返し

述べることを避け，3）同じ成分構造のものが異なって理解される揚合がある（John’s

　　　　　　　る
managmg　of　the丘rm，J面n’s　book　on地e　shelf）ことを説明することができるの

である。

　そこで，変形文法の立揚に立って，日本語の口語文法（の基本的な部分ではあるが

ほんの一部分）を考えてみようとしたのがこの論文である。以下，1成分構造の規
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
則，H変形の規則，皿形態音韻論の規則，の順で述ぺる。

1．成分構造（展開）規則（Constituent・structure　Rules）

成分構造の規則は，一般に，X＋Y＋Z→X＋W＋Zという形で表わされる書き換

えの規則である。ここで，X，Z，Wは任意の長さの連鎖（string）でよく，X，Zは



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

nu11でもよい。ただし，成分構造が一義的に決められるために，Yは単一の記号で

なくては妨斡（＋はC・nCatenati・nの記号）・また，以下設定翫る文法範疇は，

後続の規則によ碇義される（たとえばPredとは何かというと，後続の規則によっ

てそれから展開されて出てくるすべてのもの，ということになる）。・さらに，直接成

分分析（immediate　constituent　analysis）の根拠や，いろいろな文法範購を立てる

根拠は・後の変形にあることが多㌔・・すなわ猿面的に胴じと見える機倉旨をもつ要

素も・変形において異なるbehavi・rを示鍋のは別の範疇嘱するものとラ｝析練

る。

Start　with　＃S＃＃S＃・・

1。S→（Adv、）Pred十PM

（S＝sentence　l　Advs＝sentence　adverbial

marker）

’Pτed＝predicate　l　PM＝predicate

　まず文法へのinputとしては最砲括的な記号であるS（一r文」）が考えられる、

ただし，変形の際には2つ以上のsource　sentencesが要るので＃S＃＃S＃…（頭と末尾

にword　bomdary＃を従えた複数の文）から出発する。規則1は，日本語の「文」

の直接成分の鋤方を示したものである・日本語に訊・て族語と同様にr主言吾」，

r述語」という術語が用いられることがあるが，両者の関係は英語におけるように

「外心的」（ex・centric）ではなく，r内心的」（end・centric）で効，b。kuga五。N

o　jomuにおいて，boku　gaは，hoN　oと同様なくてもよく，jomuに対して1種

の修飾部を構成する。日本語のすべての文に共通なのは，最後に主要部（動詞，形容

訊など）が来て，その語尾が文のしめくくりとなり，賓述であることを示したり

（bokug＆j・M／望）・また種々の変形において変化しそれ銑立つすべての部分を従属

化させる（b・kugaj・MIEba）・という特徴であるから，まず語尾を賓述の指標（pred．

icatemarker）として抽出しておくと後の記述が簡潔になる。また置き換えの原則

によっても，boku　ga　jQM　Uという形態素の連鎖において，boku　ga　joM＝」。M（ほ

ぼ同じ分布をもつ）であるが，joM　Uに取って代るような単一の形態素はない。この

ことからも上の連鎖の直接成分はboku　ga　joM／uであることがわかる。つまり日本

語の「主言吾」b・kugaは・h・N・とノぐラレノレにj・Mに撚練るものである。＿般

に，直接成分分析において単語を切らないという原則を立てると，有意味な記述がで

きないことが非常に多い（すなわち，付属形式（bOund　form）でもそのpartnerと
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なる成分は単語連結であることがよくある）。日本語のr終止形」の形態素，後述の

一seru，一reru（使役，受動の形態素）・英語の一in“階そうである・このように

r単語」という，音韻論上限定される単位は，統合論上有意味でないことが多いので，

始めから統合論を，単語を境いにして，語形論と統語論に2分するのは，正しくない

と考えられる。もし上の揚合単語を切らないという原則に従うと，（日本語では後述

　　　　　　　
の動詞句，形容詞句，つなぎ辞句がすべて本質的に同じPMを取るから），Verb→

V＋PM，Adjective→A十PM，Copula→C十PMといったような，本質的には同じ

規則を，繰り返して立てなくてはならないであろう。

　Adv、はまだ分析不十分であるのでこれ以上Tewriteしないが，zjaa，soojuuwake

de，tokoro　ga，mata，（soko）de，arigatai　koto　ni，など，文全体に対する修飾部と

みなしうるものを一応考えておく（（）は任意選択を表わす記号）。

2。Pred→Cp十Pr

3。Cp→NP十Pg8

（Cp－predicatec・mplementlNP－n・unphraselP＝

particle）

　次に2，3により，Predの中でboku　gaなどgaに終る句をまず取り出してお

く。これはすべての文型に共通している要素であり，かつ受身の変形などで特別な

behaviorを示すからである。これをr主語」と呼ばずにpredicate　complementと

呼ぶのは，1）これがPrに対して不可欠の要素ではない（これは後の随意変形によ

り落とされてもよい）ことを明示したいため，および2）これに，後述の，boku　o，

boku　niなど動詞（形容詞）に要求される修飾部と同じ成分構造（すなわちc：これ

は後の変形の際に必要になる）を与えておきたいためである。gaをPg。と書くのも，

ga，ni，o，などに，後で必要になるP（article）という範疇を与えておくためである。

次にC，としてNP十gaだけを取りあげ，waをはぶいているのは，waは他のpar－

ticleと異なるbehaviorを示し，それは変形で統一的に扱うのが一番よいからであ

る（T3参照）。waを中核文に入れると，文が従属化される時に，×boku　wa　joNda

五〇N，xboku　wa　lomebaは不可であるという制限を加えなくてはならないが，gaな

らいずれの揚合も可能である。従って，中核文としてgaをもつ文を選ぶということ

は，すべての従属文において現われうるものを選ぶということにな盒。

4．Pr→（A（1vt）（Adv1）Nuc （Advt＝time　adverbial　l　Adv1＝10cative　ad－

verbial　l　VP＝verb　phrase　l　AP＝a（1jective
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郵塁／
ph1・ase　l　CP＝copula　phrase）

　次にPredからNP＋gaを除いた残りの部分の展開であるが，まずあらゆる文

（動詞・形容詞・つなぎ辞を主要部とする文）に共通して付きうる副詞的修飾要素，

つまりNuc（1eus）によって要求されるのではない副詞的要素AdvしとAdvLを取

り出す。AdVtをAdv1の前に位置させたのは，最も　neutra1には時間の表現が，

揚所の表現に先行すると考えられるからである。たとえば，tori　ga　kesa　niwa　de

naitaという文において，kesa　niwa　deという語順の方が，niwa　de　kesaより

neutra1であると見られる。なお，Advt，Advlの展開については，規則22，23を
　　　　　　　　　　　ぢ
参照。niwadeなども，boku　oなどと同じくNP＋P（P＝particle）という形をも

つのに，前者にはAdv1という成分構造を与え，後者には後に述ぺるC（Comple－

ment）という成分構造を与える根拠は，1）共に現われる時には，最も普通には，Adv

＋Cというorderになる，2）Cは動詞（など）によって要求されるものであるのに

対し，Advはそうではない，という点にある。たとえば，kokokarahitonisawa－

ru／koko　kara　hito　o　mimにおいて，sawaru，miruは，それぞれ，ni，oを要求

するが，koko　karaはそうではなく，動詞の種類に関係なく付きうる。従ってkoko

karaはAdv亘とし，hito　ni，hitooはCとするのである（kokokaraの代りにsoko

deなどとしても同様）。

　次に規則5ではNucを3分しているわけであるが，日本語においてはこれらが本

質的に同じPMを取り，3者が対等のものであるところに大きな特色がある。すな

わちjomu，akai，gakusei　daは次のように分析される。

　　　　訓U
　　　簿k－eiD∫

（大文字は形態音素を表わすl　Uはr終止形」の形態素l　Dはdaの語幹l　K：1（形

容詞の語幹はすべてこれで終わる）は動詞のK（e．g．kaK：）と形態音韻論上のbe－

haviorが異・なるので区別する）

そして後の形態音韻論の規則により，joM＋U→jomu，akaK、＋U→akai，D＋U→

daとなる・つまりdaは，r断定」を表わす語幹DとPMのUという2つの形態素
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から成ると考えるわけで，このように見てはじめて，規則1に示されるような統一的

な構造が明らかにされるのである。このように見るなら，時枝教授のように，inu　ga

hasiru，kikoo　ga　atatakai，のあとにはぜ・記号があり，

一」L色
一」L虹nami　ga　sizuka　l　l　da

のような直接成分から成ると考える必要はない。われわれに従えぱ，上例の直接成分

は，

inuga五asiRlL玉L

kikQo　ga　atataKI　l　L璽＿

namigasizukaD日」互＿

となる。つまり述部（Pred）をr統一」するのはP皿である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13

6．VP→（「AdVm）
　V五n

㏄mp｛！1｝

（A（1vm＝mamer　adverbial　l　Cマ＝verb　cOmplement　l　Vt＝transitive　verb；V1＝

10cative　verb；Vi＝intransitive　verb　l　Comp＝（1ummy　complement）

　規則6は動詞句の展開である。まず動詞句に共通して付きうるが，動詞の種類によ

って要求されるのではないと思われる副詞的修飾部（かりにmanner　adv．と呼ぶ）

を取り出しておく。意味上は，手段・方法などを表わす。たとえば，haside（oγkare

to）gohan　o　taberu／hune　de（oγkare　to）koobe　e　ikuにおけるNP十de，NP十

toなどである。これ’らAdVmはCPやAPとは起こらない。

　次にC．は，動詞への補語であって，動詞の性質によって要求される修飾部の1種
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である。これらにC（Complement）という成分構造を与え，NP＋gaなどと同一視

するのは，次の理由による。すなわち，一般に日本語には，成分構造の部分では必要

な要素として展開しておき，それらをもとにしていろいろな文法上の制限を記述した

律『，随意変形により省略できる要素，と考えるのが都合がよいものがある。このよ

うな性質をもつものをかりにCと呼ぶのである（それに対してAdvは文法上の影響

が他に及ぱないので，始めからoptional　elementとして扱う）。次に動詞がいかな

るC。を取るかにより，動詞の下位区分が必要になるわけであるが，与えた名前はま

ったく便宜的なものにすぎない。大切なのは，これらの下位区分が，以下の成分構造

の規則およぴ変形の規則によって定義される，文法上のbehaviorの差に基づいて立

てられる，という点である。Vtはoを取るもの，Viはoを取るが受身にならず（あ

るいはなりにくく）かつoの前のNPが10cative　expressionに限られているもの，

Viはその他のParticleを要求するもの，V五。は純粋なr自動詞」でどんなCも要

求しないもの，である。これらはさらに下位区分される（以下の規則参照）。

　最後のComp＋se，Comp＋reは使役，受動の揚合である。Compとは替え玉補

語のことで，Cとはちがう。Cは成分構造規則内でrewiteされるが，Compは，

変形規則によって実際の連鎖に置き換えられるものである。一般に，Compは，次の

ような揚合に立てられる。成分によっては，本質的に（文の）変形形式であるような

要素を要求するものがある。そのような成分をA，それが要求する要素をX，としよ

う。このような揚合，A＋Xを，直接に，成分構造の規則によって展開することはで

きない。Xは変形された文であるから，Xは当然，変形の規則によってspecifyさ

れなくてはならない。しかしAがXを要求する，ということも述べなくてはならな

い。そのような揚合，XをCompとして成分構造規則で出しておき（e．g．Y→A

＋Comp），変形の規則によってそれをXで置き換えるようにすると便利である。さら

に，このようにすると，1）XはCompである（つまりAによ，り要求される要素で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ロ　ロ
ある），2）CompをXで置き換えたA＋XはYである，ということが明確に公式化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　　
されることになる。A十XがYである（Yという成分構造をもつ）というinforma．

tionは，後でさらに変形をこうむる時必要になるのであるが，もしCompを立てて

おかずにAにいきなりXを付加したのでは，そのようなinformationは得られない。

一seru，一reruのぱあいにもどると，たとえぱ，bokuga　kare　ni　hoNo　joM：seU

（joM＋se＋uは形態音韻論の規則により／jomaseru／となる）において，使役の形

態素seの成分上のpartnerは，kare　ni　hon　o　joMであると考えられる。つまり

この文は，boku十ga十Comp十se十Uと，kare十ga十hoN十〇十joM＋Uという2つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14
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の文から導かれるものとすればよい。

犠琉→／矧

　　　　照∫

NP＋島血…陶
　　　　　　　　一し》1！∫

8．Cv→
　　　　NP十P、i　　in　env＿十NP十Po十Vち2

　　　　N岨、｝inenv一＋NP＋　Vt3

　　　　NP十Pk隔，、　in　env＿十NP十P。十Vt4

　7，8ではV、を，それが支配するC。により，さらに下位区分する。Vtはすべて

P。を要求するものであるが，NP＋P。だけを取るものをVt1，その他にもう1つの

C．を取るものをVt2，V，3，Vt4とする（これら3つは，まず，V七2とまとめておい

て，その後でV。21，V、22，Vt23とreWTiteしてもよいが7Vt2という範躊が後で必要

にならないので，ここではいきなり3分しておく）。規則8はcontext－sensitive（07

context．reStricted）ruleであって，規定されている環境において（inenv（ironment）

X）書き換えが行われる。まず任意の動詞に一番近いC。をNP＋P。と展開し，次に

V、2，V、3，V、、について，外側のC▽を展開する。こ．こで1例を図示すれぱ次のよう

　　　　　　　　　　　　　　　　VP
　　　　　　　　　　　　／＼v、

　　　　　　　　　／α＼／“く、＼
　　　　　　　　NP　　　　　　　　Pni　NP　　　　　P・　　　　Vt2

になる。つまり　Vt2は～ni～oを，Vt3は～ni（oγ～e）～oを，Vt4は～kara～o

を取るものである．V、2（＋U）の例＝（AniB・）sj・・kaisuru・（hit・nimici・）

　　　　　　　　ら
tazuneru，（k。d・m・nieig・・）・sieru，（hit・nik・・eN・）tan・mu・（hit・nii」ami

。）juu，（hit・nih・N・）ageru，watasu，laru訟ど・Vt31よVも2に似ているがン且i

の代りにeも可能なもので，かつParticleの前のNPがすべて10cativeexpression
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に限られているものである。例：（sokoemikaNo）hakobu，（micinimonoo）
　　　　　　　　　　　　
otosu，（soto　e　mono　o）nageru，など。しかし，このNPl十P，、i（oγ：P。）はAdvL

とは違う。たとえば，mado　kara（＝AdvL）cuna　de（＝Advm）mici　ni（oγe）

mono　o　orosuのような例では，AdvはC．の前に来，かつ動詞によって要求されな

い要素である。次のV亀4は～kara～oを取る動詞であるが，ここでVt｛と考えるの

は，（hitokaramonoo）toru，ubau，（budookarabu（100sjuo）cukuru，のよう

な10cativeでない肱鵠phraseを取るものである。これに10cativeが付いた例：

mici　de（＝Adv1）hito　kara　sai五u　o　ubau．

駄い｛乙』p＋㌦｝
・砿％一

》
1
1
1
1
｝

　Vtrは単純な，～oだけを要求するもの（miru，akeru，hijasu，tabeTu，naguru，

kowasu，kiku（‘1isten　to’）などの語幹）でありVt1。はCompを要求するものであ

る。代表例はsuruであって，（boku　ga）kare　o　g醜％sθづ幅s％U，五eja　oα肱7猛％
　マ

5％Uの斜体部がComp＋suに当たる。このように，Comp＋VtlcをVt1の下位区

分とみなすことによりN：P＋P。がCo皿pの前に来ることも自動的に記述される。ま

た，上のような文は，kare　ga　gakusei　da，五ela　ga　akarui（の原型）を含んでいる

と考えられるから，gakusei　ni，akarukuに当たる部分をCompとしておくのであ

る（詳しくは（およびVtl。の下位区分については），GT1，2を参照）。

一一
liii／州；1フ

夙1號｝llll識／

　11はVt2の下位区分である（GT12，13を参照）。Vlは，すでにのべたように

NP＋oを取るが，このNPは10cativeに限られていて，かつ，受動変形において

ふつうPg。のまえに来られないものである。またoの代りにkaraも取りうるもの

をVl2とした。Vuの例1（mici　o）tooR．，iK，jokogiR，（sora　o）toB，など。V【2の
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例：（tookjoo　kara（o））sjugpacu　su，taT（＝tacuの語幹），（heja　o（kara））de

（＝（leruの語幹）。

一一

l
i
i
／

　　　　　∫N鴫｝血…一＋司

1翫い il識盤二1》il∫

“一
濫，＋賑｝

　NP＋o以外のC．を取る動詞をかりにV五としたのであるが，14，15はその下位

区分である。Vi1十Uの例＝（soko　e（oγ■i））iku，kuru，など。Vi2十Uの例＝（11ito
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ni）sawaru，jorikakaru．VB＋Uの例＝（’益ito　to）cukiau，tatakau，arasou，など。

V王、はすでに述べたようにC（＝NP＋格助詞）を取らない純粋のr自動詞」である

が，このうち，naru，mieruの語幹のように，つなぎ辞句（CP）文型や形容詞句

（AP）文型の変形形式を要求するものを特にComp＋Vi、。として取り出しておく。

例：ucukusiku　naR，kirei　ni　mie（GT3参照）。Vinもの例：naKl，jaM，huR，

kie，など。Advの付いた例＝tori　ga乃o肋吻（＝Adv1）初76餓σ乃oθdθ（ニAdvm）

nalta．

　以上でVPの展開を終わる。

夙蕊1｝｝

凪…

（C、、＝adjective　compleme飢l　Adv、＝int∋nsifying　adverb）

　形容詞はふつうCを取らない（A1）が，少数の形容詞はこれを取る（A2，A3）。A2

はNP十ni（oγto）を取るものlhitosiK1，cikaK1，など。A3はNP十karaを取る
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もの：tooK：1，など。なお，Advlはtotemo。hizjoo　niなど。taK1は一taiの語幹

である（taK1十U→／tai／）。一taiの文はboku十ga十Comp十taK2十uのように考え

れぱよいと思う。すなわち，これとboku＋ga＋iK＋Uとから，boku＋ga＋iK＋1＋

taK1＋U（ニb・kugaikitai）を導くのである。その理由は，q，とtaKI，Cpと

Comp，の両方の間にco－occurrence上の制限が見られるからである。たとえばhiga

kureruに対してxhi　ga　kuretaiが異常であることから，C，，とtaK：1の間に制限が

あ薪と櫛かる・また，xb・kugaaruが不摩あるのに対応して・xb・kugaaritai

がないことから，CpとCompの間に制限があることがわかる。すなわち，Cpは

CompともtaK・とも，独立に，統合関係に入っていると考えられる。従って～tai

の文を上のように2つのsource　sentencesから変形によって導けば，co－occurrence

上の制限はすべて自動的に説明されることになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

・一一
貰l／D・軌※ll｝1

2Lい｛壽識：ll二1二鳶｝

（Asニstem　adjective；Csニstem　adjective　complement）

　これらはcopula　phraseの展開である。これらに共通びているのはr断定」の形

‘態素Dに終わることである。Asは，いわゆるr形容動詞」の語幹を指す。例：boku

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
、鴫gα枷鋤D　u，sora　ga乃乞γ8z　D　u（D十Uは形態音韻論の規則により／da／とな

る）・Asの中でCを取るものもあるので，そのためにAs2（t・を取るもの：（Awa）

Btoo照～δda），As3（niを取るもの：（Awa）Bni肌脚ゴ％％da）を立てておく。

2且　一
畿、｝

・生Advm一 識｝

2翫Adv・一NP1｛1臨｝

2翫Pm－

諏
｝

2＆Adv・・い｛鼠＋D｝～，



　14

　22－6はAdvの展開であるが，不明の点が多い。これらはほんの例示のつもりで

立ててみた。NR＋niの例：sigacu　ni，gecujoobi　ni．AdvLの中に現われるdeは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
手段を表わすde（P、nの1成員）とは別の形態素であるとみて，de・とでもして区別

すべきかもしれない。Adverb、．としては，26に示すように，「形容（動）詞」の「連

用形」（ucukusiK1十1，tadasiKl十1，五ajaK1十1，kirei十D十1，など；K1十1→／ku1，

D＋1→／ni1については，形態音韻論の規則を参照）が考えられる。NP＋Pmの例＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25
juubiN　de（tega皿i　o　okuru），kaTe　to（soko　e　iku），など・

27．NP（x）→（Dem）N（x）

、2乳凡一

凱
｝

2＆N一

3α塩→∫壽コ

　　　　　／凡∫

（N。＝concrete　noun　l　N、b＝abstract　noun　l　Nh＝human　n。；Nnh＝non－human

n．；N1＝10cative　n．l　Nt＝time　n．）

　これらは名詞句の下位区分であるが，不完全なものである。Dem（onstrative）は，

kono，sono，anoなど。27の（x）は，今までNPに1，tなどの制限をつけてきた

揚合があるが，それはNに引き継がれる，ということを示すものである。したがって

xの付いていないNについてのみ28以下で展開する。最後のN。は，Nnhの中から

Nt，N1を除いたすぺてを含む。これらの下位類はsemanticな範疇にみえるかもし

れないが，これらの範嘱を立てておくと都合のよい場合が多くあるので，文法的な射

程をもつものと考えられる。これまでも成分構造規則内で，1，tなどの制限が必要に

なったが，変形規則を立てる上でもこれらは必要になる。日本文法の記述には，少な

くともここに立てた位の下位類は必要になると思う。

31．PM→（T）U （T＝perfect　morpheme）

　これはPredを‘しめくくる’PMの展開である。Uはすでに述ぺたようにr終止

形」を示す形態素である。これらがV，A，Dと合して現実の形になる規則は皿形

態音韻論で一般的に扱う。ここでは例のみ示す：kaK＋U→／kaku／，kaK＋T＋U

一→ kaita／，akaK1十u→！akai／，akaK1十丁十u→／akakagta！，D十U→／（ia！，D
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＋T＋U→／dagta／・命令形，推量・勧誘形を中核文で出しておくと，変形（後述の

GT）において特別な制限をつけなければならなくなる揚合が多いので，これらは，

最後の単純随意変形で扱う。

　以上で1成分構造規則を終える。上の規則ではそれ以上書き換えられない，最下

位の範疇を表わす記号は，Lexical　rules（Lexicon参照1これらは，最下位の文法範

疇を展開し，個々の形態素を導入する，1種の書き換えの規則と考えることができる）

によって，個々の形態素となる。Sから始まるderivationの1例を示せば次のよう

になる。

！飾ζ／
NP　　　　Pga

∴

志急
、

↓
mL、

　　　　　＃S＃

Pred

　　＼R
　　　　　　叢

　　　　　　ぜP

　　　／cく＼
　NP　　　Pni　　　鳩　

1

N　
l

Nc　
I

Nb　
l

kare

V
i
2

PM

　　　　　　　　ga　
こうして，井mari＋ga＋kare＋ni＋ataR＋丁＋U＃が得られる（もちろんこれはmari

ga　kare　ni　atagtaの原型である）。このような，成分構造部門（1exical　rulesを含

む）の最終のoutputをC－teminal　stringという。任意のC－teminal　stringの

成分構造は，上に示したような‘1abelled　tree’（範疇を表わすnodeからの枝分れ

の形）によって表わすことができる。これをそのteminal　stTingのP－markerと
　　　　　　　　　　　　　　　26
高つo

II．変形規則（Grammatical　Transformation　Ru［es）

　変形規則へのinputは，P－markerをもったC－teminal　stringsである。変形

の規則は，一定の成分構造（P－marker）をもつ任意のC－teminal　string（あるい
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はすでに変形を受けたstring）に適用され．，これを別な成分構造をもつstringに変

える。つまり変形の規則は単一の連鎖ではなく，一群の連鎖に適用されるものである。

すなわち一般に変形の規則は，1）構造の記述（structural　description（oγstructure

index）：変形の領域を定義するのにrelevantな成分構造）と，2）その成分構造にほ

どこされる変化（structuralchange：1でspecifyされる要素の位置転換，省略，付

加，など）とによって定義される。このように変形は成分構造に対して定義されるが，

注意すべきは，変形規則へのinputとして現実にあるのはすでに展開しつくされた

C－terminalstringsである，という点である。従って，変形の規則に出てくる記号

（たとえばVP）は，それ（VP）から展開されたすべての連鎖（VPというnodeへ

もどりうるすぺての連鎖）を意味する。つまり，逆に，個々の連鎖の側から見れば，
　　　　　　　　　　　　　　　ア
変形を適用するには，その連鎖の派生の歴史についての情報（たとえぱhoN　o　joM

はVPから導かれたものであるという情報）が必要であることになる。

A。一般変形規則（Generalized　Grammatical　Transformation　Ruies）

　一般変形（GTと略す）とは2づのsource　strings（sentences）から1つの変形形

式を作り出す変形である。これには2つのsource　sentencesをつなげる連結変形

（conjoining　transformatiQn）と，挿入変形（embedding　t．）がある。挿入変形とは，

1つのsource　sentence　Sのある成分Xの代りに，もう1っのsource　sentence　S’

の変形形式を挿入する変形である。その際Sを母体文（matrix　sentence），S’を構成

文（constituent　sentence）と呼ぶ。またS’の変形形式（Xに取って代る形式）は，

Xという成分構造を受け継ぐ。最後に規則の順序についてであるが，一般にGTには

順序上の制限はなく，（規則がspecifyするstructural　description　lこかないさえす

れぱ）任意の変形を受けた連鎖が，他の任意の（あるいは同じ）変形のsource　sen－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28
tenceとなりうる。

　Oomp　R，eplacement

　まず，成分構造の規則によって導かれたdummy　complementを，構成文によっ

て置き換える変形を扱う。

㎝猫糀1劉／一一特罵



where・NP＝NP’

Vtle1の例としてはsu（suruの語幹）が代表的。例：

雛欝雌鵠P＋su＋Ul－b・ku＋9．＋kare＋．＋g、k、，，、＋D＋，

十su十U

（形儲韻論の規則でD＋・一／ni〆，su＋u→／suru／となるIIはr連用形」を作

る形態素）・ここでgakuseiDというCPの代りに，cu」・K、なら，cuj。ku（←

cujoK1＋1）suruとなる・このようにして，～suruの文におけるr目的」（kare）と

Compの間には，kare　ga　AP（CP）という関係が保たれ’ていることが公式化される、

従って2×A・BniucukusikusuruがないのはxAgaBniucukusiiがないこと

の自動的な結果となる（ucukusiiでなくhitosiiならよいが）。

GT2

欝＋Y｝一郵嵐俳一
　　　　where：NP＝：N「ly

Vtic2はさらに細かく区分できるカ》もし綴いが，t・を取るもので，kaNgae（ru），

omoW，sjucjoo　su（ru），など。例：

雛轟臨鵠P＋omoW＋U｝一b・ku＋Wa＋kare＋。（。，g、）g＆

kusja＋D＋U＋t・＋・m・W＋U（→gakus」adat・。m。u）

　なお，GT2では，gaでもよいことを示すために，便宜上，oのほかにgaも許し

てあるが，gaになると，単なるComp　replacementではなく，成分構造も違って

くるので，本来なら別の規則で扱うべきものである。
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　　　　where二NP＝NP’

Vin。はnaR．，mie（ru）など。例＝

畿麟織甥｝一b・k・＋解＋　i＋D＋・＋一R＋U（→・’

naru）

会‡1無蘂昆＋・｝一・一＋一刊＋…＋U（一

五itosikunaru）

GT4．　Causative

彦瓢黙乳Vl＋Y｝一x＋NP＋曜＋ぬ一Y

W　e・・）x一｛inl，y一｛li｝2）x一｛11・y－ni

例：1 落器‡灘U｝一b・k・　　・　・i）＋k・k・　

　　　　ku十se十U

joM＋se＋U

（ku＋se＋u，j。M＋se＋uは形態音韻論の規則でノk・sasem1・1j・maseτu1とな

る）．このように，b・ku＋wa＋kare＋ni＋s・k・＋e＋ku＋se＋Uにおいて・seの
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partnerはkare　ni　soko　e　kuであり，これはkare　ga　sokoeku　Uの変形された

ものであると見れば，文法上の制限はすべてconstituent　sentenceから引き継がれ

ることになり簡潔な記述が可能になる。たとえば，×kare　ni　soko　o　kosaseruが不

可なのは，γkare　ga　soko　o　kuruが許されないことの必然的な結果にすぎない。ち

なみに，CausativeのCompに代るのはVPであり，suruのCompに代るのは

AP，CPであるから，この2つのGTは，いわば，補い合う形になっている。

Passive

GT 職；鱗、へ＋Y｝一X＋N一一＋re＋Y

　　　　where：x一｛ln｝

　X＋NP　＋Y＋COmp＋　Z

　＋一＋N
1‡タ＋将∫→

　　　　　　　　　　　　　　X＋NP＋　Y　F＋Py＋Y＋Z［記1re＋Z

　　　　where；NP＝NP”an（1
　　　　　　　　　　　　ン
　　1）x＝＝O

　　　a）y＝kara　if　Yノ＝W’十NP”’十Pnl

　　　b）　y＝ni　　if　ot五erwise

2）x
ra／・y覗r＆｝

　日本語の受動文は，英語の揚合のように，1つのsource　sentenceから単純随意変

形で導！。ことは一般にはできない。kare　wa　boku　ni　naguraretaだけを見ていると，

boku　wa　kare　o nagugtaから単純変形で導けるように見えるが，自動詞の揚合

（GT5），つまり，boku　wa　ame　ni　huraretaのような揚合には，適当な単一の

sourceが見出せない（xame　wa　boku　o　llugtaはない）。従って，これは，
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器諜鴇認丁＋U｝一b・㎞＋一＋…＋皿＋㎞R＋re＋T＋U（一

　hurareta）

のようにGTで導くのがよいと思う。従って他動詞の揚合もこれに準じてGTで導

くことにする。GT6は多少複雑であるが，例を挙げる。

Dの 輩晶輿一1一一一一田
　　　　十ni十sjookai十su十re十U

噌詳撃搾晶麟一｝一一一針
　　　　hi（10KL十1十naguR．十re十丁十U

　（上例のsu＋re＋U，hidoK1＋1＋naguR＋re＋T＋Uは，形態音韻論の規則によ

　り，／sareru／，ノhi（10kun＆gurareta／となる）。

麟欝畢弊椥｝一一一一一・
　十re十u（→／nuτaτeru／）

　（akaKl十1十nuRはComp十Vtlc1のCompにakaK1十1が代入されたもので

　あるが（GT1），Comp＋Vuc1は，Vtというnodeにもどりうる。故にこの変形

　が適用できる）。

灘潔型凱｝一一一一一・＋u（一伽

　sareru！）
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2）　boku十wa十Comp十re十U

A＋　b・㎞　＋B ・一鋤＋u－b・㎞＋…A＋ni＠一）＋

　　B十〇十sjookai十su十re十u（→／sareru／）

　　boku十wa十Comp十re十U

A　＋b・㎞＋一＋ ＋・＋…＋u －b・㎞＋一＋一一）＋

　　saihu十〇十suR十re十u（→／surareruノ）

麹最後になつ燐GT6の構成文のstructuraldescripti・nで・聖諺と

あるのは，NP”＋P。がC。から導かれたものでなくてはならない（Advから導かれ

たものではいけない）ということを示すものである（すでに述べたように，変形は，

一般に，P－markerに対して定義されるものであるから，このようなinformation

はもちろん用いることができる）。

GT
脚購驚1謄＋Z｝一

　　　　　　　　　　　　　　　　　X十NP十Pg8十Y十Y’十VP十1十taK1十Z

　　　　where：NP＝NP’

　～taiの文はGTで扱うのがよいと考えられる理由については，成分構造規則17

への説明を参照。例：

畿1講1撃鋤一・・㎞＋一和一・・＋一＋U

boku十wa十Comp十taK1十丁十U

一一i＋
笠・＋…＋u／－b・㎞＋一一i＋D＋・＋…＋・

十taKエ十丁十U

seNsei十D十1十naRはComp十Vineであるが（GT3），もちろんこれはVPである
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から，構成文のstructural　descriptionをこ適う（30M＋1＋taKl1＋U，naR＋1＋taK皇

＋T＋Uは形態音韻論の規則により　／jomitai／，／naritakaΩta／となる）・以上で

σ備Pfepla6ementを終える。

Negation

GT＆ ＝糊1－X＋VP＋n・K1＋Y

GT9．X十AP十Y→X十AP十1十naKI十Y

　これらは否定文を作る変形である。GT8では，VP＋naKIはA：Pに取って代る

ので，VPの形容詞化でもある。このように公式化すると，naKILの後に来られるも

のは，APの後に来られるものと同じであることが明確に示される。もしこうしない

で，X＋VP＋Y→X＋VP＋naK1＋Yとすると，VP＋naKl1はVPという成分構

造を得ることになり，たとえばT9の命令変形が適用できることになってしまう。上

のように公式化すればそれは自動的に避けられる。例：

器麗‡瓢＋」．玉、＋Ul一　＋Wa＋h・N＋・＋j・M＋naK・＋U（一／j・一

manai／）

ここで，110N＋〇＋joM＋naK1にはAPという成分構造が与えられるから，上例で作

り出された文にはさらにGT9が適用できる：kare＋wa＋hoN＋o＋joM＋naK且＋U

→kare＋wa紘。N＋。＋j。M＋naK1＋1＋naK1＋u（→／」・manakunai／）・GT9は

正確にはGTでなく単純変形であるが，便宜上ここへ入れた。例：heja＋wa＋ucu－

kusiK1＋u→五e」a＋wa＋ucukusiK1＋1＋naK1＋u（→／ucukusikunai／）・GT9は・

AP十1十naK1がAPなのであるから，recursive　ruleである。従って，heja十wa

＋ucukuSiK旦＋1＋naK1＋1＋naKl＋u（→／ucukusikunakunai／）や，さらに否定

が重なった形が得られる。他の例：

boku十wa十soko十e十iK十1十taK1十U→boku十wa十soko十e十iK十1十taK旦

　　　　　　　　　　　AP
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　　十1十naK1十U（→／ikitaku　nai／）

　この例で，soko十e十ilく十1十taKlはComp十taK1である（GT7）が，Comp十

taKl1はAPの一員であるから上の変形が適用される。最後に，上の規則にはCPの

否定がないように見えるが，実はこれはGT8に含まれ．ているのである。boku　wa

gakuselde　naiは，一見，bQku＋wa十gakusei＋D十1十naK1十Uであるかのように

見えるが，GT18への説明で述べる理由によって，deをD十1と考えることはできな

い。D＋1＋Teと分析しなくてはならない。ところがD＋1＋Teという形は，CPを

動詞化するGT18によって，どのみち，作り出される形である（e．g．boku＋wa＋

gakusei＋D＋U→boku＋wa＋gausei＋D＋1＋Te＋aR＋U）。しかもこれに対応す

る否定文は，xboku　wa　gakusei　de　aranaiではなく，まさに，boku　wa　gakusei

de　naiである。従って，CPには直接naK：1は付かず，GT18によってverbalize

された形にnaKl1がつく，と考えればよい。すなわち：

　　　　　　　　　　　　　　　　
boku十wa十gakusei十D十U→boku十wa十gakusei十D十1十Te十aR十U
GT8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VP

→boku十wa十gakusei十D十1十Te十aR十naK1十U

この最後の形が，boku　wa　gakusei　de　naiの理論上の形である（形態音韻論の規

則により，naKl1の前のaR．は機械的に落とされ，D十1十Teは／de／となる）。

GT10．Adjectivalization

x＋ P＋Y

一S＋一Y

　すなわち任意の文（もちろん中核文だけでなく，すでに変形を受けた文も含む）が

τasiK、の前に来ることができる。例：kare＋ga＋ku＋丁＋U＋rasiK1＋U（→／kita

rasii／）。sがD＋Uに終わる時には，他の多くの場合と同様に，D＋uは落とされ

る（OT1を参照1ただし，D＋T＋Uは落とされない）＝kare＋wa＋gakusei＋D＋

U十rasiK：1十U→kare十wa十gakusei十rasiK1十U／kare十wa十gakusei十D十丁十U

＋rasiKl1十u（→／dagtarasii／）。なお，この変形は，GTでなく単純変形で扱っても

（単に文の後にrasiKl1を付けるだけでも）よさそうに見えるが，rasiK1にはSのPM

とは独立したPMが付くので，GTとして扱った（e．g．ik硫rasii，iku　rasikaΩta，

iΩtarasii）。
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GT11．Nominalization

槻騙＋Y｝一X＋S＋n・＋Y

これは任意の文をnoによって（抽象）名詞化するものである。例；

講欝描m’＋丁＋Ul－b・k・＋　曲一　B　＋・・＋

〇十mi十丁十U（→／tobu　no　o　mita／）

器舗謙謡＋T＋u｝一b・㎞　＋㎞＋一ki＋D＋U＋

no十〇十siR十丁十U（→ノsigta／）

最後の例で，noの前のD＋uは／na！となる（OT2参照）。上の規則で，名詞化

され’た文が，抽象名詞表現に取って代る，というように規定したのは，これが，con－

crete　nounとしか起こらない動詞とは起こらないからである（e．g．xkare　ga　bjooki

皿a　no　o　nagugta－xsono　zizicu　o　naguΩtaに平行して）。

9uotation

GT1且X＋NP＋ ＋｝ 一X＋S＋ω＋一

GT1“NP＋＋｝ 一X＋S（む・）一

　　　　w五ere：S＝Z十ka

　Vt2は，～ni～oを取る動詞であるが，その中で引用表現を取らないもの（osie，

sjOOkai　su，jaR，など）をVt21，取るものをVt22，Vt23とする。後者の区別は，前者

が任意の引用表現を取る（iWが代表例）のに対し，後者は疑問文（＝T6を適用され

た文）のみを引用部として取る（kiK，tazune，など），という差に基づくものである。

例：
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臨蝦藩冑＋’W＋T＋U／一　・i＋hi　＋k　丁＋U　＋iW

十丁十U（→／kieta　to　iΩta／）

瓢ご謙1‡器慧1’K＋T＋U｝一・・k・　＋　．、＋A＋

wa＋doko＋e＋iK＋T＋u＋ka（t・）kiK＋T＋u（→／igtaka（t。）kiita／）

GT14．　Copulativalization

㌣Y｝一・｛蕪｝…

　これは文全体をつなぎ辞Dの前へもってくる変形である。これによって，kare　ga

kita　no（07soo　o7joo）D＋Uなどが得られる。他の揚合と同様に，SがD十Uで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　
終わる時には，義務的なadjustmentが必要になる（OT2，3参照）：kare　wa　ga．

kuseiD＋u＋n・＋D＋u（→／nan・da／）lkireiD＋u＋n・＋D＋u（→／nan。

da／）lgakuseiD＋u＋j・・＋D＋u（→／n・j・・da／）；kireiD＋u＋j。Q＋D＋丁＋u

（→／na　joo　dagta／）。sooの前では，D＋Uは文尾と同様に／da／となる。

GT15．Attributive

》ち謡＋R＋忽＋U｝一X＋Z　＋U＋N＋Y

where：N＝Nノ，x≠made

　こ．れは名詞への修飾部を導く変形で，大部分の修飾構造はこの規則により統一的に

扱うことができる。つまり任意の名詞Nの前には，それと同じ名詞N’を含む文から

（Dem）N’＋P。を落としたものが修飾部として立ちうるのである。また，（Dem）N’＋

P。には，Cから導かれたもの，という制限が加えてないから，Advから展開された

ものでもよいわけである。例：

畿罵＋U｝一　＋U＋㎞N　　＋U

（akaK1＋uはM16で／akai／となる）



h・N＋ga＋aR＋U Lkirei＋D＋U＋h。N＋ga＋aR＋U
h。N＋ga＋kirei＋D＋u」

（このような環境におけるD＋UはOT2でノna／となる）

器灘猫盤＋丁＋U／－b・ku＋W・＋9・ku・ei＋D＋U＋・atOO＋

　　　　ヨヨ

ni十aW十丁十U
（この環境のD＋Uは・T3により1n・1となる・ただしgakuse1＋D＋T＋U

なら，gakuseidagtaとなる。aw＋T＋ulよ1agta！となる）

さら1こ上の規則において，Z＋X・＋U＋Nは，Nに取って代るものであるから・全体

としてNという成分構造を受け継ぐ（すなわち二の規則はrecurs’veである）・従っ

て，akaK1十U十hoNもNであるから，

akaK・ ＋hoN＋ga＋aR＋u ／→blku＋ga＋k、W＋丁＋U＋

b・ku＋ga＋aka h・N＋・＋kaW＋丁＋U

akaKl＋u＋h。N＋ga＋aR＋u（→／kagtaakaih・N！）

が得られる．こうしてこの規則によ撫限の修飾部を作り出すことができる・また・

b。kugakagtah・N・1・Ndak・d・皿・のような「入子型」の構造も・もちろん・

この規則はって導くことができる。まず，s・n・k・d・m・gah・NQ」oNdaとbo－

kugas。n。h。N・kagtaとから，s・n・k・d・m・gab・kugakagtahoNojoNda

が得られる．それから上の文蟷成文，k・d・m・（gairu）を母体文として・boku

gakagtah。N・j・Ndak・d・m・（gairu）が得られ皇・このよう1“のプロセ

スは無限に続けることができる．もちろ族際には無限に入り組んだ修飾部をもつ文

はなヤ、が，そのめ鰭在的に可能な文構成の規貝1』を公式化したのがGT15である・

他の例＝次の例のhimo　deはAdvluの展開；

認鷲謙瑠認u＋．＋、、b、R＋T＋U｝一kare＋W・＋bOku
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十ga十nimocu十〇十sibaR十丁十U十himo十〇十sagaS十丁十u（→ノsibagta／，／sa－

gasita／）

しかしながら任意のpaτticleについてこの規則が適用できるわけではない。この制

限はまだ十分調べてないが，規則ではP≠madeとしておいた。たとえぱ，X＋to－

okjoo十Yとboku　gaむoo梅oo？7協4θ（＝Adv夏）igtaとから，bQku　ga　igta　tookjoo

を作っても，これは，constituent　sentenceがboku　ga　tookjooθigtaであったか

のようにしか理解されない。ということは，Pがeならこの規則は適用できるが，

madeの揚合にはできないことを示すものであろう。さらにkamも，（Dem）N’＋

karaがC．である揚合には可能なようである（e．g．A　ga　B　kara　hoN　o　ubaΩta

→A　ga　hoN　o　ubagta　B）が，これがAdv1である揚合には，不可能である（e．g，

bokugahejakarate　o　hugta→bokuga　te　o　hugta　helaとすると，source

sentenceが，boku　ga　heia　d8te　o　hugtaであったかのようにしか理解されない）。

Altemation

　　　　　　　　　　　　　　　イ

GT1 ‡羅｝一X＋N一＋㎞1　＋Y

GT ‡認／－x＋N一一N㎡＋Y

　　　　、vhere；　Y＝Tari十su十Z

　これらは，kare　wa　toNdari　hanetarisitaのタイプの文を導くためのものである。

まずGT16で一般にNucをverbalizeし，ついでGT16によって導かれた文を，

recursiveな連結変形（conjoin圭ng　t．）であるGT17によってつなげるのである。

li繍ll羅、＋D＋U｝一kimi＋一一i＋D＋恥i　＋U（一ノ

dagtari　suru／）

GT16によってgakusei十D＋Tari＋suは，VPという成分構造を得るから，これ

は他のVPと同様に，命令変形（T9）などを受けることができる（→／g．dagtari
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siro／）。

1：盤1慧黒濫慧器｝一kh・・＋一　・…・＋D一＋

seNsei十D十Tari十su十U

GT17においては，NucがNuc＋Tari＋Nuc’に拡張されることになるから，これ

を　Nuc”　と置くと，これと　X十Nuc’”十Y　とから　X十Nuc十Tari十Nuc’十Tari十

Nuc”’が得られる。以下同様にして，必要なrecuτsivenessが得られる（toNdari，

hanetari，odoΩtari，…suru）。なお，GT16，17のようにせずに，直接，

菱撫鞄一X＋N－i＋N認　i　＋Y

のようにして導くことはできない。なぜなら，こうすると，Nuc…suがVPである

ということを示し得ないばかりでなく，望ましくない形を作り出すことになるからで

ある。すなわちこの公式化によると，Nuc＋Tari＋Nuc’十Tari＋suがNucという

成分構造を得ることになり，recursive　ruleにはなるが，最初を除き一汝sitariが

ついてしまう（e．g．×toN（1ari五anetari　sitari　utagtari　sitario（10gtarisuru）。

GT1＆ 1麗｝一X＋CP＋・　＋訳＋Y

　これはCPの動詞化である。これによって，～de　aruという形の文が得られる。

例：boku十wa十gakusei十D十1十Te十aR十U（→／de　aru／）l　sono十hela十wa十si－

zuka＋D＋1＋Te＋aR＋丁＋u（→／de　aΩta／）。ここで問題になるのは次の点である。

まず，この論文では，～daの文をkeme1と見て，～dearu形をこうして変形で扱

っているのであるが，逆に，～de　aru形をkeme1と考え，daは特別な環境（文尾）

におけるその随意交替形（D＋1＋Te＋aR＋U＋＃→da＃）と考えることもできる。そ

うすると中核文でCPを立てる必要はなくなり，さらにA：Pも不要になる（akaiは，

akaku　aruから導かれることになる）。このようにどちらの分析を選んでもその影響

するところは大きいので，最終的な決定はあらゆる揚合を考慮に入れてなされなけれ
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ぱならない。次に問題になるのはdeという形の分析である。これはdaのr連用形」

ではなく，常に，「連用形」ni（＝D＋1）にTeが付いた形，と分析すべきである’

思う。このことは次の例からわかる。まず，

umiwaa・ku（・7a・kute），kuukiwasuNdeiru／b・ku・vagakuseide，kimi『

wa　seNsei（ia．

のような例から，deは，連用形（D＋1）か，それにTeの付いた形（aokuteに対

応）のいずれかであることがわかる。さらに，

a・ku 器｝

gakuseini（一D＋・）｛器｝

・a・kute 畿1

・gakuseide 器｝

のような例を比較すると，deはTeの起こりうる所にのみ現われることがわかる。

従って一般にdeは，形態論的には，D＋1＋Teであると分析しなくてはならない

（つまり共時的にもdeはni＋Teであると考えられる）。従ってgakusei　de　aru

は，g．D十1十aruではなく，g．D十1十Te十aruと考えなくてはならない。

GT19．Participia1

例； l舗畿蹴麟｝一b・ku＋W・＋h・N＋・＋j・M＋・＋，＋kimi＋

　　wa十uta十〇十utaW十U

この変形は文と文をつなげる連結変形の1つであると見ることができる。日本語には，

英語のandのように，どんな成分をもつなげることのできる接続辞がないので，こ
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れ（およぴ次のTeの付く変形）は，その欠を補うものと見ることができる。また，

このタイプの文では，1の付くVP，APの時制は，最後のPMと‘同時’を表わす

が，こ．のことは，同じPM（＝Z）をもつ中核文から導くことによって説明されよう。

さらにこの規則はfecursiveである（GT19の変形形式のXからX’までをXと考

えれば（なぜならXは任意のstringであるから），この変形形式は再ぴこの規則の

structuraldescriptionに適うことになる）から，無限に適用することができる：bo・

ku　wa　utai，kimi　wa。dori，…．この揚合もしCp＝Cp’ならCp’な義務的に落ち

る（OT5参照）：boku　wa　utai，boku　wa　odoru→boku　wa　utai，odoru・なお，

規則中の＋，＋はたいら音調（／→／）を表わす便宜的な記号である。

GT20．　一むθParticipia1

斐糀揮瓢、｝一X＋％＋Y＋N㏄＋・　＋，鵬＋Y＋N面＋Z

　GT19はVPとAPの揚合にのみ可能であるが，これはCPの場合でも可能で

ある。

諮端認鴇器｝b・k・　　N＋・　M＋・＋％＋・＋kimi

　　十wa十uta十〇十utaw十u（→／joN（1e／）

器＝二‡慧盤＋U／一　　＋一D＋・　＋・＋　＋

　　wa十kuraK1十丁十U　（→／sizuka（1e／，／kurakaΩta／）

最後の例で，2番目の五ejaはOT5により落とされる。また，de＝D＋1＋Teと

考えるべき理由についてはGT18への説明を参照。

GT21．X十VP十Y→X十VP十1十Te十i十Y

　　　　where：VP≠Z十1十Te十i

　これにより～te　iruの形が得られる：ame＋ga＋11uR．＋1＋Te＋i＋u（→／hugte

iru1）。これはGTではなく単純変形であるが便宜上ここへ入れた。またこの論文で

は，Teのつく形はすべて変形で導いているので，この形も変形で扱ったが，これは，
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中核文として成分構造の規則で出す方がよいかもしれない。なお，この規則のVPに

ついてあまりneatでない制限を加えておいたのは，これがないとこの規則がrecur－

siveになり，xkaite　ite　iruのような望ましくない形が出てくるのを防ぐためであ

る。

GT22。Simultaneous一παgαγα

論羅請｝一X＋q＋Y　VP＋・一＋Z

　where　l　Cp＝Cp’

　ここでYノ＋VP＋1＋nagafaは，1natrixsentenceのAdvmに取って代るものと一

応考えておく。つまりY’十VP十1十nagaraには，Adv、、という成分構造が与えられ

ることになる。こ．うすると，matrixsentenceのNucもVPでしかありえないこと

が自動的に記述される（Adv、nはVPにのみ付くから）（たとえば，xkare　wa　naki－

nagara　gakusei（1agtaやxkanozlo　wa　tabenagara　ucukusikagtaはありえない

であろう）。例：

認麟！1鵯識翼＋o＋わM＋T＋U｝一　・＋一＋㎞　

十〇十utaw十1十nagara十hoN十〇十joM十丁十u（→／utainagara／，／joNda／）

GT23．Conditiona1

2離蝉認繊、｝一Z＋一N一＋E　・　＋X＋N㏄

　十Y

一・

弘
［
銅

　この規則ではZ＋…＋Ebaはmatrix　sentenceのAdvsに取って代るもの（すな

わちこれはAdv、の1種である）と考えたが，Adv皿という成分構造を与えるべきか

もしれない。例1
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蓋認k嬬灘W＋U｝一kimi＋　嚇＋E　・＋b・k・＋一一W

十u

上の例はY’＝nu11の揚合であるが，Y’としてspecifyされているものをいろいろ

に選べば，可能な形がすぺて導ける（形態音韻論の規則を参照）；
　　　　　　　　　　　　　　35

o（1QR十丁十Eba→／0dogtara／

odoR十U十D十Eba→／0doru　nara／

odoR十丁十U十D十Eba→／0dogta　nara／

o（10R（T）U十no（oγjoo）十D÷Eba→／0doru（oγodogta）no（oγjoo）nara／

（以上一般変形規則）

B。単純変形規則（Simple　Transformation　Rules）

　次に単一のsource　sentenceを変形する規則を述ぺる。これらは，source　sentence

の数においてばかりではなく，（部分的に）順序上の制限が見られる点においても，

GTと異なる。たとえばT1はT3のtopic化に先行しなくてはならない。逆に

すると，sokoewaigta→xwaiΩtaのようなnon－sentenceが出てきてしまう。

また，これらの変形を受けた文はすべて自由に・GTの母体文にはなりうるが，構成

文になれるとは限らない。TQpic化を受けたものや，文の末尾が変化したり，五nal

particleが付加されたものは，一般的にはGTの構成文にはなりえないという制限

がある。

T1．Cx→φ

　C。とは成分構造規則で出された任意のC（Cp，C．，C、，C、）のことである。これは成

分構造規則内では必要な要素として展開しておいたものであるが（規則6への説明参

照），いわば役割を果し終えた後，ここで任意に落とすことができる（φはゼ・記号）。

たとえば，boku　ga　kare　ni　hoN　o　jaΩtaにおいて，boku　ga，kare　ni，五〇N　oは

いずれもCであるから，そのうちの任意の1つあるいは2つ，あるいは全部を省略す



ることができる（すなわち，その結果も完全な日本語と認められる）。

T2・P耳、→no inenvX＋N＋一＋Y＋U

嵩
｝
Z

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　これは，GTl1によって導かれる名詞化された文中のga，およぴGT15によって

修飾部化される文中のgaをnoに変える変形である。例：cubame　ga　tobu　no　o

mita→cubamen・t・bun・・mita／bQkugakagtahQN－b・kun。kagtah。N．

T3．Topicalization

　wa　　　　in　env　1）　X十NP十P．十＿十Y

　　　　　　　　　　　・）“＋T・　＋「IRIY

　　　　　　　　　　　3）X蔚＋一｛翻

　これは指定された環境にwaを挿入する変形である。この変形を受けると，waの

前の部分（NP十P・など）がtopicとして取り出され，それと同じ構造をもつ別の

string（これは現実に現われていることもいないこともある）と対比される。

　1）これは任意のNP＋Pの後にwaが付きうることを示すものである（ただしP

がga，oの揚合には，これらは後の義務変形で機械的に落とされるので，以下の例で

はga，oが落とされた形を示す）。たとえば，boku　ga　kare　ni　hoN　o　jaΩtaから，

boku　ga，kare　ni，hoN　oの任意の1つあるいは2つ，あるいは全部にwaの付い

た形が得られる；boku　wa　kare　ni五〇N　o　jagta／boku　wa　kare　ni　wa加N　o

jaΩta／boku　ga　kare　ni　hoN　wa　jagta／boku　wa　kare　ni　wa　lloN　wa　jagta，

etc，また，kare　to　soko　e　ikuからは7kare　to　wa　soko　e，kare　to　soko　e　wa，

kare　to　wa　soko　e　waなどの形が得られる。

　2）の例＝kare＋wa＋hoN＋o＋joM十1＋Te＋i＋U→kare十wa十hoN＋o＋joM＋

1十Te十wa十i十U（→／joNde　wa　iru／）／boku十wa十gakusei十D十1十Te十aR十U

→boku十wa十gakusei十D十1十Te十wa十＆R十u（→／g．（1e　wa　aru／）。

3）の例：kare＋wa＋gakusei＋D＋1＋naR＋T＋U→kare＋wa＋gakusei＋D＋1
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＋wa＋naR＋T＋u（→／niwanagta／）／heja＋・＋akaruK且＋1＋su＋T＋u→

heja十〇十akaruK1十1十wa十su十丁十U（→／akaruku　wa　sita！），

　以上は，これ’までの成分構造の規則および変形の規則によってすでにavailableな

連鎖の一定の箇所にwaを挿入するものであるが，このほかにも，boku　wa　hoN　o

j。mu→b。kuwah・N・」・miwasuruや，s・rewaucukusii→so「ewaucuku’

siku　w，a＆ruのように，waが付く乙とによって特殊な形になるものがある。これ，

らを作り出すためには次のような規則が立てられよう；

X［Σ1］Y一欄・＋W・［熱。

T4．x十Nuc（T）u→x十Nuc（T）Joo

　これはuを推量・勧誘の形態素Jooで置き換えるものである。これによって，iKl

＋」。。（一／ik。。／）／iK＋T＋」・・（一／iΩtar・・／）／akaK1＋」・・（一／akakar・・／）1

akaK1＋丁＋J。。（一／akakagtar・・／）／gakusei＋D＋」・・（一19・dar・・！）／9・＋D＋

T＋J。。（→／g．dagtaroo／）などが得られる。これは，変形として扱わずに，成分構

造規則で扱ってもよいように思われるかもしれないが，そうすると，（Jooの付いた

　　　　　　　　　　マ
文はGTのconstituent　sentenceになりえない場合があるので）GT10，11，14な

どで，一々，S≠x＋Jooというような制限を加えなくてはならなくなる。従ってこれ

は，単純変形で扱い，この変形を受けた文は，ふつう，GTの構成文になりえない，

と考えた方がよい。

T5．no→φ inenvS＋一＋D
a｝

　この変形をうける形S＋no＋D＋Joo（oγEba）は次のようにして導かれたもので

ある。すなわち，まずGT14によってS＋no＋D＋Y（YニPMなど）が得られる。

ここでS＋no＋DはGT14によってX＋Dという成分構造を得るがXは任意であ

るから，X十Dは全体としてはX’十CPとみることもできる。そうするとS十nO十

D＋uはT4を受けられるこ．とになり，s＋no＋D＋Jooが得られる。またS＋no＋
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D＋EbaはGT23によって得られた形である。これらの環境のnoは落とされても

よいというのがT5の意味である。例l　kare＋wa＋iku＋no＋D＋Jo。→kare＋、Va

＋iku＋D＋JQ・（→／ikudar・・／）／kare＋ga＋iku＋n・＋D＋Eba→kare＋ga＋iku

＋D＋Eba（→／nara／）／kare＋wa＋gakusei＋D＋u＋n・＋D＋J・・（これはそのま

まなら／na　no　daroo／となるl　oT2参照）→kare＋wa＋gakusei＋D＋u＋D＋Joo

（この環境のD＋uは落とされて（OT1参照），／g．daroo／となる）。
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Ouestion

T6．　ka　　　in　env　S十＿

　　　　　　　　　　　　　
T7。d　　ln　env　X十＿十Adv、十Y十ka

T8．X十NP十Y十ka→X十d十NP（ka）Y十ka

　　　where：Y≠Px十wa十Z

　これらは疑問変形である（dは疑問形態素を表わす）。T6は任意の文にk、を付

けるものである。例：karegaiku→karegaikuka／karewaiku→kare一凡，aiku

ka／kare＋wa＋gakusei＋D＋u→kare＋wa＋9。＋D＋u＋ka（このD＋uはoT、

で落とされる；しかしD＋T＋Uなら落とされない：g，dagtaka）。T7は，T6

を受けた文中のAdVtの前に，dを付加するもの（d＋Adv、はOTで／icu／とな

る）。T8はT6を受けた文中のNPを疑問詞化するもの（以下の例ではd＋NPが

OT7，8によってdare，haniとなった形を用いる）。例：kare　ga　iku　ka→dare

（ka）gaikuka／s・n・k・d・m・gakimini五・N・watasitaka－s・n。k。d。m。ga

ki1皿i　ni　nani（ka）o　watasita　ka・最後の例のすべてのNPにT8を適用すると，

da「e（ka）gadare（ka）ninani（ka）・watasitakaが得られる．なおT8の制

限は，×dare　wa　kita　kaのような文を避けるためにつけたものである。

T9。Imperative

X＋VP＋U－X＋VP
1＋n、｝

命令文も，成分構造規則咄しておくと，GTを公式化する際にS≠・mpe，ative

というような制限を随所で謎なくて1まならないので，単純変形で扱い，T9を受け
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た文はGTの構式文になれない（ただしGT12などは別）・と考えたほうがよい。ま

たこの論文では代名詞の分析ができていないからつけ加えてないが，本来なら2人称

のC，をもつ文にのみ適用されるような制限を加えるべきであろう。kimi＋wa＋sore

＋。＋su＋u→kimi＋wa＋s・re＋・＋su＋E（・γsu＋u＋na）（→／sir・／・／suruna／）・

T10．Final　Partic／e　Attachment

　X十NP十P．（wa）Y→X十NP十Px（wa）FP1十Y十FP2

　where：F：P1＝ne，sa，an（1

　　　　・）FP2－j・ifY－Z｛la｝

　　　　2）FP2＝j・，sa，ne，na（a），z・　　if・therwise

　こ．れは指定された場所にr終助詞」を付加するものであるが，まだ大ざっぱな制限

しか加えてない。これによって，sokoewanekaretoigtalo／sokoesaike（iku－

na）jo（T9を受けた文の末尾にはjoしかこられない）／boku　wa　iku　zo／boku

wa　ne　SOnna　kOtO　Wa　SigterU　Sa，などが得られる。

T11．P、→¢ where：x＝ga，o

　これは，ga，oを落とす変形である。これにより，boku　ga五〇N　o　joNdaからga，

oのいずれか，あるいは両方を落とした形が得られる。T10を受けた文に適用すれ

ば，boku　ne　hoN　joNda　joなどが得られる。

C．義務変形規則（Obligatory　Transformation　Rules）

　今まで述べた一般変形規則と単純変形規則は・Comp代入変形を除き・すぺて随意

変形（optional　t．）であるが，このほかに，その指定するstructuraldescription　lこ

合致するなら必らず適用されなければならない強制的あるいは義務的変形がある。す

なわちこれまでの規則では統合構造の一般的特徴を明示するために，こまかな，しか

もいろいろな箇所にくり返し現われるような制限は無視してきたが，ここでそれらを

取りあげ，一挙に修正を行うわけである。
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OT1．D十U→φ ・一

　Dの前に来るのはGT14，T5の結果，ka，rasiK：1，saの前に来るのは，それぞれ，

T6，GT10，T10の結果。

・T2D＋U－nainenv｛全二｝一｛＝．H貰1｝一＋n・

　これ・によって，これ・までに出されたkirei＋D＋U＋hito，kirei＋D＋U＋joo＋D＋U

（この最後のD＋UはM14で／da／となる），boku＋ga＋kaΩta＋joo＋D＋U＋

1ユoN，gakusei十D十U（oγkirei十D十U）m十〇十siR十Uの中のD十Uはすべてna

となる。

・丁歌D＋U－n・inenvNP＋一｛翼Q｝

　これによって・gakusei十D十U十boku（←boku十ga十g．十D十U）はg．no　boku

に，gakusei十D十U十joo十D十Uはg，no　joo　da，となる。

OT4．　P、一→¢）　　　ill　env＿十wa

　　　　where＝x＝ga，o

T3の結果boku　ga　wa，hoN　o　waが出てくるが，このga，oを落とす。

OT5・Cp’→¢　　in　env　X十Cp十Y十Nuc十1（Te），十一十Z十Nuc’十X’

　　　　where：Cの＝Cp’

GT19，20の特殊な揚合として生ずる，boku　wa　utai（07utagte），boku　wa　odo一
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ruの2番目のbokuwaを落とす。
　　　　　　　　　　　　　　40

OT6．d十AdVt→icu

・丁牝d（　［謝一［謡］

・T＆d＋NP一 認

　これはT7，8の結果をspecifyするものである。OT7では，成分構造規則29，

30で立てた下位区分に従ってdare，dokoが導かれ，OT8では，その他の（残りの）

NPについてnani（oγdore）が導かれる。

OT9．YVor（i　Boundary

　X＋Y→X＃Y

　where＝Y≠PM，Joo，1，Eb＆，E，se，re，taK1，Tari，Te，nagara，

　　　　X十Y≠V（x）十naK且

　最後に，形態素を連結する記号＋はすべて（上に規定する制限に当てはまらない限

り）wordboundary＃によって置き換えられる。V（。）は動詞の任意の下位区分の

つもりである。こうして，たとえば，＃boku十wa十iK十1十taK1十1十naK【十U詳（文

頭文尾の＃は成分構造規則へのinput，井S葬から引き継いだもの）は恥oku＃wa＃iK

＋1＋taKl＋1＃naK1＋U＃となる（これは最終的にはboku　wa　ikitaku　naiとなる）。

従って，今後，＋は単語内にのみ現われる。

Ill．形態音韻論の規則（Morphophonemic　Rules）

序論て触れたように，phonological　componentも一般には書き換えの規則と変形

の規則（すなわち成分構造についてのinformationが必要になる規則）とから成る

と考えられるが，日本語の音韻論における変形規則はまだ研究されていず，筆者もそ

の存在に気付いていないので，ここでは書き換えの規則のみ扱い，これを形態音韻論

の規則と呼んでおく。これらは，おもに，これまでに立てて用いてきた形態（音）素

の連鎖を，音素の連鎖に変える規則である。これらは成分構造の規則と同様に，X＋
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Y十Z→X十W十Zという形をもつが，右辺の成分構造についてのinformation（こ

の揚合には，音素連鎖のどの部分がどの形態素がら出てきたものであるか，という

information）は不必要かつirrelevantなので，Yは単一の記号でなくてはならな

いという制限は不要になる・以下規則を挙げるが，形態音韻論の規則には，一般に

（成分構造規則の揚合と同様に）順序上の厳しい制限がある。以下の規則の順序も試

行錯誤の結果一応決めたものであるが・順序を間違うと，正しくない形がでてきたり，

規則が複雑になったりする・しかし一般には，なるべく不規則なbehaviorを示すも

のをまず扱い，その後で一般性のある規則を述べるようにすれば，簡潔な結果が得ら

れる（たとえば命令形を作るM9，M11，M24を参照1まず最も不規則なkoiを出

しておき，残りの中でrEとなるものはroとしておき（tabero），最後に（残りはす

べて規則的なもの）kaK＋Eなどをkak＋eとするのである）。

…㎞一

M2．su→si inenv＿＋naKl，Joo，E，1，T

上のM1，2はkuru，suruの交替形を出す規則である。

M3．aR→φ inenv＿＋naK1

　GT8，9への説明参照。すなわちこのaruという動詞にのみ否定形がなく，それ

に対応するものはnaiなので，これはaRが落とされたものとみる。

欄一1聾㎞…一｛納

　これによってakaK1＋aR＋Joo，D＋aR＋T（U）などが得られる（なお＋は単語内

にのみ残っていることに注意）。これらに乱Rをつけるのは，これさえつけておけば，

後は，一般的な規則によって扱えるからである。そして前者は最終的にはakakaroo，

後者はdaΩt（a）となる。
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酪llα）→N㎞㎝＿

　　　S　　　　　　si

　　　iKl　　　ig

M佳
琴］（・）一ii一一＋T

　これらはT（r過去」のT，Tari，Te，の揚合を含む）が付いた時の動詞の交替形

を扱うもので，これによって，joM（1）T→joN＋T，siN＋1＋T→siN＋T（左辺の

Nは形態音素，右辺のNは音素），toB（1）→toN，taS（1）→tasi，iK（1）→iΩ，kaK

十1十Te→kai十Te，kaK十丁→kai＋Tが得られる。つまり，これらを先にrewrite

しておけば，あとは，子音に終わる動詞語幹はすべてM14によって扱えることに

なる。それならなぜiKをM5で扱うかというと，Kで終わる動詞語幹はM6で

示すようになるのが規則的なのに，iKはXii（ta）とはならないから，これだけ別扱

いにするのである。

M魂］一膿］M＆圓一隠婁1・一v＋一

M9．　se十rare→sare

　これらは使役，受動の形態素の交替形を扱う。なおここでv（母音音素）というの

は，i，e，oを指す：ko十se→ko十sase，tabe十se→tabe十sase，mi十re→mi十rare。

M9は随意的＝iK＋se＋re→iK十se＋rare→iK＋sare

M10．　ko十E→koi

M11．V→rV　　in　env　v十一

　Vは母音形態音素：E，Uを表わす。これにより，tabe＋E→tabe＋rE，tabe＋Eba

→tabe十rEba，tabe十U→tabe十rUが得られる。

M12．　rE→ro　　　in　env一＃
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　すなわちtabe＋rE＃→tabe＋ro＃となる。＿＃という制限が必要なのは，tabe＋

rEba→tabe十rob＆とならなヤ、ため。

　M13．N十丁→Nd

　　joN十丁→joNdなどo

　M14。C（1）→9　　in　env＿十T

　Cは子音形態音素を表わす。sawaR＋T＋U→sawa9十丁十U，arasoW十1十Te→

aras・9＋Te，akaK、＋aR＋丁＋U→akaK、＋aΩ＋T＋U．

一「罫一［蜜］

　これによりD十U→da，joNd十U→joNda，araso9十丁十U→arasog十ta，akaK1

＋a9＋丁＋U→akaKl正＋a9＋taが得られる。

　M16．K且十U→i　　　　】M［17。D十1→葺i

　Ml8．　ni十Te→de

　M15の例：akaK1＋U→akai／kaK＋naK：1＋U→kaK十nai．M17，18について

　はGT18への説明参照。

　M19．　1→の　　　in　env　v十＿

　　tabe十1→tabe，mi十1→mi

　M20．　】【1十1→ku

　　akaK1十1一→akaku

一トー「翻

　　joNd十Eba→joN（1ara（ba），akaK1十aΩ十丁十Eba→akaK：1十ag十tara．
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M22。K1十Eba→kereba

　akaKl十Eba→akakereba

M／23。　」→φ　　　in　env　C十＿

　kaK十Joo→kaK：十〇〇，akaK1十aR十Joo→akaKl！十aR十〇〇・

M24．　C十c一→Cac

　kaK十nai→kaKanai，kaK十se十τU→k＆kase十rU

　kaK十re十rU→kaKare十rU

M・㌻
乙］一［コ

　これによって，役割を果し終えた形態音素は，残っていれば，対応の音素に変えら

れ，る；K→k，K：1→k，R→r，U→u，など。

Ml26．w→¢　　ifnot－a

　これまでに出てきたarasow十u，aτasow十eba，arasow十iは，aτarso十u，araso

十eba，araso十iとなる。arasowanaiはそのまま。

M27．＋→φ

　まだ＋が残っていたら，それを落とす：kakase＋ru→kakaseru，jom十i→jomi，

araso十eba→ar乱soeba，など。

ApPendix：Lexicon

A1：ucukusiK1，akaK玉，一

A2二hitosiK1，cikaK1，・・

A3：tooK1，

Adverbt　l　kesaンkinoo，…

Adv1：totemo，・

ASl＝kirei，一

As2：0nazi，・・

As3：mucjUUy・一

Dem：kono，sono，…

N島b：ucukusisa，zikeN，kooi，・

Nl息：katoo，kodomoンciciンー

NL：tookjoo　soko，jama，…

Nn：ぬoN，11ikooki，・

Nt：sigacu，gecujoobi，
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Vi1＝iK，ku，…

Vi2：joτikakaR，sawaR，

Vi3：cukiaW，arasoW7…

V邑nc：naR．mie，・・

Vint二naK，jaM，…

Vl1：tooR，iIく，

Vl21sjuΩpacu　su，de少…

Vtlc匹su，kae，nuR，・

Vtlc20moW，kaNgae，

Vt2正：jaR，wataS，・

Vt22：iW，・

Vt23＝kiK，tazune，…

Vt31五＆koB，nage，一

Vt4：ubaW，toRジ

Vtr：mi，tabe，aisu，…

註

1．自然語の文法には，反復規則（recursive　rule＝e，g，X→Y＋X＋Z）があるから，これは

　　無限にある。
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　　Grammar，”S哲物o戯γθゲ加πg照gθα蠣伽巫砒んθ襯醐oαZ113p臨3（American　Mathe－

　　matical　Society，1961），pp，6－241“丁五e　Logical　Basisof　Linguistic　Theory，”P？・o－

　　688砒π9叙ゾ伽1澱ん動‘87π媚o肱置σo％97θ3sげ五乞π9廊sむs（to　apPear）l　Chomsky

　　and　G．A，Miller，“Introduction　to　the　Formal　Analysis　of　Natural　Languages，”

　　Hα寵δoo乃｛ゾ巫碗舵観α‘20α‘p8雪漉oZog“4pp，269－321（1963）などを参照。

3．P・Posta1，σo臨ぬθ窺8徽伽7θ」且Sむ％吻げOoπ伽poγα7ΨMo翻30ジL乞π9脱翻o

　　Dε30γゆ6乞oπ，SupPlement　to1幅θ漁臨oπ謡Jo％視αZげオ吼鋭oαη五伽9伽36乞03（1964）を

　　参照。

4。注2，3に挙げた著書・論文IR，B。Lees，丁加俳α肌勉α7げEπg如ん1〉o㎜孤α伽餓oπs，

　　∬温，VoL26，No，3，Part　II（1960）l　r一橋論叢」49巻5号の拙論，などを参照。この

　　考えに対する反対意見としてはH：aman，“Generatlve　Grammars　wlthout　Transfor－

　　matlo且Rules・a　Defense　of　Phrase　Structure，”Lαπg狐gθVo1．39（1963）No，4．

　　を参照。しかし，文法が繁雑になることをいとわなければ，彼がしているようにすべてを

　　成分構造の規則て扱うこともできようが，変形で扱えば現われてくるような規則的な構造

　　を明らかにしえないので，彼の修正された成分構造のモデルも，やはりinadequateであ

　　りunrevealingであると思う（S卿‘α伽o　S6服oご雅θ3，p34参照）。

5。たとえぱ，上の例を直接に名詞表現の一種として（成分構造の規則で）扱うなら，xJohn’s

　　coming　of　the伽mは不可であるというような制限も述ぺなくてはならないが，すでに

　　成分構造の規則によって必要な制限が課された中核文（kemel　sentence）からこれを導く

　　ことにすれば，上の不可例がでてこないのはxJohn　comes　the癒mが許されないこと
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　の自動的な結果となる。

賎以下述べるところは，きわめて試験的なものに過ぎず，不備な点が多いが・御批判を仰い

　で改訂していくために発表するこ・とにした。この論文は，初め，1962年に服部教授の言語

　学演習のリポートとして提出されたものが元になり，63年にも手を加えたが，今回，本誌

　に執筆するため，およぴ7月18日の東京言語学会の例会に発表するため，かなり手を入

　れることができた。例会の席上（およびその後で）有益な助言を与えて下さった服部四郎

　博士，勇康雄教授，国語研究所の上村幸雄氏その他の方々に厚く御礼申し上げたい。また

　特に成分構造の規則を立てる一Lでは，国立国語研究所r話しことばの文型（2）一独話資

　料による研究一」（1963）に負う所が多い乙とを記して感謝の意を表したい。なお，これ

　は，ELECにおける日英語比較研究の一環をなす。

7．もしX＋A＋B＋Z→X＋C＋D＋E＋ZのようにYが単一の記号でないと，A→C＋D，B

　→Eなのか，A→C，B・→D十Eなのか不明0

8．以下大文字は（任意のstringを表わすX，Y，Z，を除き）形態音素を表わす。Uはそれ’

　だけでr終止形」の形態素を構成する。

駄singing　songs（is　fun）の直接成分はsing　songsと・ingである。つまり一ingは動詞

　句全体を（より正確には文全体を）名詞化する付属形式である。

10．黒田成幸r言語の記述」参照。

11．これはドイツ語において，従属文の動詞の語順を中核的と考えると都合がよいのと似てい

　　る（E．Bach，“The　Order　of　Elements　in　a　Transformational　Grammaτof　Ger－

　ma且，”．乙απg，Vo1．38　（1962），pp，263－9）0

12．もちろんこの語順も，その他の言吾順（e．g・kesa　tor・g＆）も可能であるが，これらは後め

　随意変形で扱いうるものである。

13．時枝教授の「入子型構造」とは，一般的に言えば，（直接）成分構造のことであって，これ

　は日本語にのみ固有な特徴ではなく，全言語に内在すると考えられる1つの性質である。

14．以下例文は，正確には，＃boku＋ga＋Comp＋se＋U＃のような形で示すべきであるが，

　便宜上，Sの前後に付く＃や，形態素を1ine訂につなげる＋のしるしは，はぶくことが

　　ある。

15．すでに触れたように，o，karaなどをP・，Pk馳mと書くのは，これらがすぺてPという

　範疇に属するということを明示したいためである。

16．NPLとは1㏄ative　noun　phraseの意であるが，この1はNPの展開の時にNに受け継

　　がれN1となる（規則27を参照）。N（名詞）の下位区分としてN1（10catlve　no賃n）を

　立てることは他の所でも必要になる。NIというような範疇は文法上のものではなく意味
　　　　　　　の　の　の　の　　
　　論上のものと見られてきたが，分析の初めから，これはr文法的」，あれはr意味論的」

　　次元のもの，といった2分をすることはできない。分析が進むにつれて，従来semantic

　　な問題と思われていたものも，（文法上の射程の大きさから）文法上の問題となることは

　　よくある。要するにある範晴を立てることによって有意味な一般化が得られるなら，これ

　　は文法上の問題として扱うことができる（この間題については，Chomsky，“Some　Meth－

　　odologlcal　Ren・arks　on　Generative　Gr＆mmar，”ll勺湖Vo1，17，PP・253－39を参照）。
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17．COmPについては規則6への説明を参照。

18。NPlにっいては注16を参照。ここではniとeを取るものを一緒に扱ったが，niしカ、

　　取らないaru，iruのためにも下位区分をもうけるべきであろう。

19，tak1はNl1（hum＆n　nou且l　animate　nounとすべきかもしれない）をCE，としてのみ

　　起こる（本来ならそのような制限も加えるべきであろうが，ここでは扱っていない）。な

　　おNhという範疇は，いずれにせよ立てなくてはならないものである（注16も参照）。逆

　　にaruというような動詞は・ふつうnon－human（07inanimate）nounのCpとのみ起

　　こる。

20・冒taiと似ている一naiの揚合は少しちがう。boku　ga　lkanai（＝iK＋naK1＋U）におい

　　て・bokuとnaK・は直接には統合関係にはいらない。つまりboku　ga　iK全体にnaK、

　　が付くのである（それに対してbokugal墜1）。

2Lもちろんr形容動詞」は単語ではなく・上のようにcopula　phraseの下位区分と見なす

　　ぺきである。

22．これまでの規則では，waは出てこないが，後の変形（T3）によって一般的に導くこと

　　ができるので，以下例文では，waのある文も用いることにする。

23・A・・As・はA・Asの任意の下位区分を表わす。1はr連用形」（の1部に当たる）形態

　　素。

24・Advt・Adv1，などを立てる根拠は，これらのrelative　order（前者がふつう先行する）の

　　外に，変形におけるbehav1Qrの差にある（OT6，7を参照）。

25．今のところはAdVmはすぺてC▽の前に位置するものと考えている（規則6参照：例kirei

　　ni　zi　o　kaku）が・これらのr連用形」の基本的な位置はC．の後（動詞の直前）とすぺ

　　きかもしれ’ない（zi　o　kirei　ni　kaku）。

26・これ’が可能なのは・いうまでもなく・成分構造規則には，単一の記号しかrewriteして

　　はならないという制限が課せられているからである。

27・これに対して成分構造規則に出てくるVPは，これから展開さるべき単なるSymbo1と

　　しての意味しかもたない。

28。recursive　ruleの揚合。

2乳以下すべての変形に共通する約束であるが，X，Y，Z，X’，Yノ．Z’は，nu11でもよい任意

　　のstring（変形規則の領域を定義するのにrelevantでない要素）を表わす。ただし規則

　　のst「uctural　descrlption　lよ・全体としては常に文（matrix　oγconstituent88πむθπoθ）

　　を表わす。たとえば・X＋Y＋ZというSDがある時，これは文の一部分を表わすことは

　　なく，これだけで文全体を表わすものとする。

30・たとえば・NP十Aux十Vt十NP→NP’十Aux十be十En十Vt十by十NP・のように。

31・waのある文がmatrix　sentenceになりうることについては後の註36を参照。実際は

　　任意のparticleの後にwaがつき，waの前のga，oは後で義務的にdeleteされるの

　　である。従ってGTでは，CpとspeClfyしておくだけでも結果的にはwaのつく文も

　　含まれることになる（T3参照）。従って，以下，例文では，waを含む文も用いることに

　　する。
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32．ここには加えてないが，sooの後にはTが来られない（×／soo　dagta／），soo，，ooの後で

　　はUがJoo（推量・勧誘の語尾，T4を参照）に変われない（x／soo　d＆roo，joo　d＆rooノ），

　　という制限がある。

33．waの方がふっうだが，一般にwaを含むtop玉c化された文は，構成文になりえないの

　　でgaの例を挙げておく。たとえば，

　　　　　濃器器志鵯轟．．．．｝一・・㎞・一＋㎞・一…

　　　　　十丁十u十五〇N十〇十joM十丁十U（→／susumeta　hoN　o　joNda／）

　　はよいが，karegaでなくkarewaであると望ましくない文がでてくる（T3を参照）。

34．この名詞表現には，これを作り出す過程において，これを理解するのに必要な次のような

　　成分構造が，自動的に与えられている1

　　　　　－lkodomo
35．なおY’の中に，no（oγjoo）Dという形がでてくるが，これは，GT14から得られ’る

　　ものである。

36．Topic化変形を受けた文は，一般にはGTの構成文にはなりえない（xboku　wa　kare　wa

　　kaΩta　hoN　o　joNda，これはkare　g＆でなくてはならない）。しかし，対比される相手

　　が，ga（‘but’）によってつなげられる文中に顕在している場合など（kare　wa　susumeta

　　g且kimi　wa　susumenakagta　hQN）は可能である。

一一（T）Uとし一うせずにPM一（T）｛｝する・

38．っまりkare＋wa＋g．＋D＋Uという中核文にT4を適用したものと同じ結果になる。

39．S→S＋kaとせずにこのように書くのは，attachment　transformationであることを明

　　示し，かつ，規則がrecursiveになることを避けるためである。

40．この規則は，本来ならT1の前に来るべきものである。


